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5月3日、松之山町名老百選27名が認定きれました。

6月1日現在　□総人口4，059人（一2）

（）内は5月1日との比較

　　　　　　　　　　　　19886月号（晦148）

□男1，989人（十2）　口女2，070人（一4）　口世帯数1，208戸（±0）
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受
診
し
て
確
か
め
よ
う

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
管
理
の
た
め
に
、
年
．
回
総
合

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
六
月
、
．
十
日
（
月
）

か
ら
ニ
レ
四
日
（
金
）
ま
で
の
κ

日
間
、
町
民
体
育
館
と
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
検
診
で
大
き
く
変
っ
た

点
は
、
七
卜
歳
以
h
の
方
の
検
診

料
金
が
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

人
で
も
多
く
の
方
の
受
診
を
お
願

自
分
自
身
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
。

い
し
ま
す
。

　
検
診
項
目
・
対
象
者
・
検
診
料

金
な
ど
は
別
表
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
、
口
の
検
査
人

員
の
関
係
で
部
落
別
に
検
診
日
の

指
定
を
し
て
あ
り
ま
す
が
、
指
定

さ
れ
た
日
に
都
合
つ
か
な
い
方
は
、

期
問
申
い
つ
で
も
受
診
で
き
ま
す

の
で
必
ず
受
診
し
て
ド
さ
い
。

た
だ
し
、
胃
ガ
ン
検
診
の
場
合
、

指
定
H
で
な
い
日
に
来
ら
れ
ま
す

去年の検診風景から

総合検診はミニドックです。

脳卒中予防
（血圧・動脈硬化）

一結核
、肺ガン検査

一心臓病
一肝臓機能
一胃ガン検査

騰野

懲
じβ

と
か
な
り
待
っ
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
箏
も
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
ご
、
十
歳
以
h
の
婦
人
を
対
象
と

し
た
乳
ガ
ン
検
診
は
こ
の
総
合
検

診
の
期
問
で
な
く
、
七
月
卜
一
、
・

、
卜
四
．
十
九
日
の
H
に
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
と
き
に
受
診
願
い
ま
す
。

　
な
お
、
総
合
検
診
の
期
間
中

　
（
二
十
日
～
．
↓
卜
四
H
）
診
療
所

の
κ
卜
嵐
先
生
は
検
診
会
場
の
方

へ
来
て
お
り
ま
す
の
で
、
診
療
所

は
休
診
と
な
り
ま
す
。
急
患
等
の

方
は
、
町
民
体
育
館
の
方
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
こ
の
総
合
検
診
に
お
い
て
、

自
分
で
も
気
ず
か
な
か
っ
た
色
々

な
病
気
を
発
見
し
て
も
ら
い
、
非

常
に
初
期
の
段
階
で
治
療
が
で
き

た
人
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
総
合
検

診
は
ミ
ニ
ド
ッ
ク
で
す
。
今
、
健

康
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
心
は
で
き

ま
せ
ん
。
対
象
者
の
皆
さ
ん
、
全

員
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

③まつのやま

部落別検診日程表
日　　別 午　　前 午　　後
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ノ」￥　　　谷
人　　荒　　戸

下　　川　　手

上　川　　手

21日　（火）

東　　　　山
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1［11一子’F
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東　　　　川
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天　　水　　島
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23H　（木）

中　　立　山
旧　　麦　　立

坂　　　　中
月　　　　池
豊　　　　旧
北　　浦　　旧

湯　　之　島

西　之　前
藤　　　　原
新　　　　旧
L　之　　山
曾　　　　根

24日　（金）

　黒　　　　倉
　新　　　　山
壌　　　　梨
　　　　山

事業所検診
高　橋　組
人　　海　　組
凌　　雲　　閣

　　　　　厭醐欄羅霧霧

☆懸熱覇覇

華葡
叢

ー
血
圧
郷
定

　馨馨韓

去年の検診から

総合検診内容と日程（町民体育館休養村センタ＿）

検　診　項　目 検診対象　者 検診月日 料　金
午　　前 午　　後

一　般　検　診
（循環器検診）

　40歳以上の者
（出稼、ぎ名は年齢に関係なし）

6月

20～24日 500円 9：00～11二〇〇 1：00～3：00

問　接　撮　影
（結核検診） 18歳以上の全住民 同　上 無料 9：00～11：00 1：00～3：00

胃　　検　　診 40歳以」二の者 同　．上 500円 6：30～10：30 1：00～2：30

肺ガン検診 同　　上 同　 上二

400円 9：00～11：00 1：00～3：00
子宮ガン検診 30歳以 kの者 同　上 500円 1：00～2・：00

母性貧血検査 39歳以下の者 同　上

乳ガン検診 30歳以 1二の者
7月12日
　　14日
　　19日

100円
午後のみ
1：00～3二〇〇
　（センター）

※70歳以上の方は無料です。最終日24日は全検診とも午後2時までです。

“
悩
み
”

　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
大
島
保
険
所
で
は
例
年
の
よ
う

に
健
康
・
食
事
指
導
等
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
総
合
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

又
、
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

◎
相
談
受
付
け
日

　
毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
。

　
竹
内
医
師
の
担
当
は
五
月
・
六

　
月
・
九
月
・
十
一
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。
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。
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人
の
介
護

　
で
困
っ
て
い
る
と
き
。

o
薬
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

　
得
た
い
と
き
。

○
食
事
指
導
を
受
け
た
い
と
き
。

o
食
品
衛
生
や
食
品
の
安
全
性
に

　
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
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た
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き
。

o
公
害
（
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臭
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水
質
汚
濁
）
等

　
で
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み
が
あ
る
と
き
。
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康
診
断
を
受
け
た
い
と
き
。
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指
導
等
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
総
合
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

又
、
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

◎
相
談
受
付
け
日

　
毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
。

　
竹
内
医
師
の
担
当
は
五
月
・
六

　
月
・
九
月
・
十
一
月
・
十
二
月

　
の
第
二
水
曜
日
。

◎
相
談
内
容

○
健
康
に
つ
い
て
の
悩
み
が
あ
る

　
と
き
。

○
ね
た
き
り
、
痴
果
老
人
の
介
護

　
で
困
っ
て
い
る
と
き
。

o
薬
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

　
得
た
い
と
き
。

○
食
事
指
導
を
受
け
た
い
と
き
。

o
食
品
衛
生
や
食
品
の
安
全
性
に

　
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
得
た
い

　
と
き
。

o
公
害
（
悪
臭
・
水
質
汚
濁
）
等

　
で
悩
み
が
あ
る
と
き
。

o
健
康
診
断
を
受
け
た
い
と
き
。

※
連
絡
先
　
大
島
保
健
所

　
電
話
　
四
－
三
三
二
二
～
三
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名
老
百
選
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
つ
と
変
っ
た
成
人
式
1

　
例
年
、
お
盆
の
八
月
卜
四
〕
に

行
っ
て
い
た
松
之
山
町
成
人
式
。

今
年
は
町
制
施
行
、
．
、
卜
周
年
記
念

の
年
に
あ
た
り
、
年
間
の
諸
行
事

が
増
え
る
関
係
か
ら
、
少
し
早
め

の
五
月
二
口
に
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
松
之
山
町
に
お
け
る
成

人
対
象
者
は
、
男
女
合
わ
せ
て
六

看
六
名
で
し
た
が
、
当
日
式
典
に

参
加
さ
れ
た
の
は
κ
卜
．
名
で
し

た
。
ま
た
今
回
は
、
先
月
号
の
広

報
で
紹
介
し
ま
し
た
”
松
之
山
町

名
老
、
白
選
”
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん

）
・
　
　
　
　
。
者
こ
、
．
」
）
し
、
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糸
轟
／
イ
」
4
オ

若
者
と
お
年
寄
り
が
席
を
同
じ
く

し
て
の
、
非
常
に
ユ
ニ
；
ク
な
式

典
と
な
り
ま
し
た
。

　
先
に
行
わ
れ
た
成
人
式
で
村
山

町
長
は
「
成
人
お
め
で
と
う
。
今

日
の
口
は
、
皆
さ
ん
が
教
え
ら
れ

て
来
た
患
法
を
見
直
す
人
変
良
い

機
会
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
生

活
し
て
行
く
な
か
で
与
え
ら
れ
る

自
由
や
権
利
は
、
そ
の
本
質
を
十

分
理
解
し
た
中
で
h
張
す
る
事
が

必
、
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
お

ら
れ
る
名
老
の
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、

自
分
の
趣
味
や
技
術
を
．
生
け
ん

命
磨
い
て
ほ
し
い
。
」
と
、
励
ま
し

の
．
置
葉
を
成
人
の
皆
さ
ん
に
贈
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
成
人
代

表
の
井
川
勝
博
君
が
「
こ
れ
か
ら

成
人
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
取

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

松
之
山
町
民
と
し
て
誇
り
を
持
っ

て
新
し
い
社
会
を
築
く
た
め
努
力

し
ま
す
。
ま
た
、
名
老
の
皆
さ
ん

の
技
術
や
心
い
き
を
学
び
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
役
立
て
た
い
。
」

と
答
辞
を
宣
べ
、
式
典
を
終
了
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
名
老
百
選
の

み
な
さ
ん
の
認
証
式
が
行
わ
れ
、

．
．
七
七
名
の
名
老
が
正
式
に
誕
生

高校を卒業して2年
　すっかり垢抜けした大人に。

成
人
を
代
表
し
て
井
川
勝
博
君
が

が
謝
辞
を
の
べ
る
。

し
ま
し
た
。
名
老
を
代
表
し
て
村

山
伸
さ
ん
（
湯
本
・
囲
碁
名
人
）

が
、
「
私
た
ち
名
老
の
、
何
か
．
つ

で
も
受
け
継
い
で
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
孫

の
よ
う
な
若
者
と
．
緒
に
参
加
出

来
た
事
を
喜
こ
ん
で
い
る
様
．
r
で

し
た
。

　
そ
の
後
、
松
之
山
町
青
年
団
が
、

r
町
政
施
行
｝
．
、
卜
周
年
を
記
念
し
て

制
作
し
た
「
赤
く
な
っ
た
カ
ワ
セ

ミ
」
と
い
う
ビ
デ
オ
を
全
員
で
観

賞
し
た
後
、
成
人
者
は
記
A
，
心
撮
影
。

名
老
の
方
た
ち
は
、
こ
の
H
特
別

名老の皆さんと成人者が同じテーブルを囲んでの
ユニークな成人式。

に
設
け
ら
れ
た
“
茶
席
”
で
、
お

茶
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
お
茶
会
は
、
卜
口
町
の
服

部
宗
裕
先
生
に
指
導
を
受
け
て
い

る
婦
人
の
皆
さ
ん
が
設
け
て
く
れ

た
も
の
で
、
連
合
婦
人
会
長
の
重

野
和
ヂ
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
お

茶
を
立
て
て
く
れ
ま
し
た
。
名
老

の
皆
さ
ん
の
後
で
、
成
人
の
皆
さ

ん
ト
数
名
の
方
た
ち
も
こ
の
末
茶

を
味
わ
い
、
し
ば
し
の
風
流
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
お
昼
の
ト
．
．
時
頃
か
ら
成
人
の

皆
さ
ん
と
名
老
の
皆
さ
ん
合
同
の

世代を超えたふれあいが会場のあちこちで生まれ
ました。

祝
宴
が
催
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
民
謡
名

人
の
唄
や
、
座
興
名
人
の
芸
も
披

露
さ
れ
楽
し
い
．
時
を
過
し
ま
し

た
。
　
最
後
は
全
員
で
記
A
，
心
撮
影
を
す

る
な
ど
し
て
無
那
終
ゴ
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
ブ
ナ
林
の
中
で
の
成
人

式
、
今
年
は
名
老
の
方
々
と
一
緒

の
成
人
式
。
成
人
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
生
涯
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
、

ち
ょ
っ
と
変
っ
た
成
人
式
？
だ
っ

た
の
で
は
…
…
！

▲婦人の皆さんの協力でお茶会が催され抹茶の味を
楽しんだ名老と成人の皆さん。

〈
祝
宴
で
は
名
人
の
唄
な
ど
も
出
て
に
ぎ
や
か
で

　
し
た
。
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「
赤
く
な
っ
た
カ
ワ
セ
ミ
」

　
　
　
　
成
人
式
で
初
披
露
9
・

　
　
　
　
1
町
制
施
行
三
〇
周
年
－
記
念
ビ
デ
オ

　
松
之
山
町
青
年
団
と
松
之
山
を

愛
す
る
会
で
は
、
今
で
は
め
っ
た

に
見
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
た
町

の
鳥
“
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
”
を
テ

ー
マ
と
し
た
ビ
デ
オ
、
「
赤
く
な

っ
た
カ
ワ
セ
ミ
」
を
製
作
し
、
五

月
三
日
に
行
わ
れ
た
成
人
式
に
初

披
露
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
製
作
の
切

っ
掛
け
は
、
今
年
は
町
政
三
十
周

年
を
迎
え
た
記
念
の
年
で
あ
り
、

町
中
で
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
て
い
る
中
で
、
青
年
団
と
し

て
も
何
か
記
念
に
な
る
も
の
を
作

り
た
い
と
い
う
動
き
の
中
か
ら
生

♂

磯
舗

　　　　じ滅．マ・，
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町の鳥：あかしょうぴん

ま
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
テ
ー
マ

と
し
て
“
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
”
が

選
ば
れ
た
の
は
、
町
の
鳥
で
あ
る

“
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
”
を
通
し
て
、

町
の
木
ゼ
町
の
花
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
、
松
之
山
の
自
然
に
つ
い

て
、
も
う
一
度
見
直
し
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
“
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
”
は
“
サ

ズ
エ
ド
リ
”
と
も
呼
ば
れ
、
季
節

の
鳥
と
し
て
親
し
ま
れ
て
来
ま
し

た
が
、
数
が
極
端
に
減
っ
て
し
ま

い
、
そ
の
姿
を
見
る
事
は
ほ
と
ん

ど
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
状
態
で
す
か
ら
こ
の
鳥
が
「
町

の
鳥
」
と
い
う
事
も
知
ら
な
い
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ビ
デ
オ
の
内
容
は
、
「
赤

く
な
っ
た
カ
ワ
セ
ミ
」
と
い
う
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
童
話
（
絵
は
愛

鳥
マ
ン
ガ
家
・
岩
本
久
則
氏
）
を

紹
介
、
カ
ワ
セ
ミ
が
ど
う
し
て
ア

カ
シ
ョ
ゥ
ビ
ン
に
な
っ
た
か
を
分

か
り
易
く
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
が
実

際
飛
ん
で
い
る
所
や
、
松
之
山
の

四
季
を
写
真
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

紹
介
し
た
十
五
分
ほ
ど
の
ビ
デ
オ

で
す
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
「
日
本

ま
ん
が
昔
話
」
で
お
な
じ
み
の
常

田
富
士
男
さ
ん
が
担
当
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
全
体
的
に
大
変
美
し
く
、
き
れ

い
な
画
面
構
成
の
ビ
デ
オ
で
、
ぜ

ひ
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、
町
内

各
学
校
・
保
育
所
・
各
地
区
に
一

本
づ
つ
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

何
か
の
機
会
に
皆
さ
ん
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。
個
々
に
見
ら
れ
た
い
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
公
民
館
の
方

へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
六
ー
二
二

山
パ
五
番
。

　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
ビ
デ
オ
制
作
に
あ
た
り
ご

協
力
・
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　はたち　　　　　　　　　　　　　　　’・全部知っている　5人　12％

20歳は今…。　　　磁馳。9いて2人5％
町青年団では“成人式”に出席した皆さんに対し　　・好き　　　　　　34人　81％

ビデオ感想を中心としたアンケートを行いました。　・何とも言えない　8人　19％

　今、20歳の若者の気持ち、少しは覗けるかも知　　　（故郷だから4人・好きだから3人・人の心が暖

れませんよ。　　　　　　　　　　　　　　　　かい1人・その他）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎帰って来るか？
［＞集計結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・はい　　　　　6人　14％
　男性23名・女性19名　合計42名　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。いいえ　　　　8人20％
◎ビデオについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・分らない　　　　22人　52％
　良かった　28人　55％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・条件が揃えば　　6人　14％
　まあまあ　13人　31％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（結婚相手がいれば・冬期の交通・仕事がない・
　良くなレ、　 1人　 2％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玲我力ぐあ才し‘まf等）
◎町のシンボルについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎松之山の印象・イメージ
・鳥を知っている　32人　76％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・雪国・大雪　20人・山・山地　7人・大自然
・木を知っている　30人　71％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6人・田舎　3人・1A、L泉3人・山菜　2人・
・花を知っている　9人21％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緑　2人・ふるさと2人・過疎　1人

⑦まつのやま

囎盗
　
松
之
山
町
長
杯
争
奪
春
季
早
朝

野
球
リ
ー
グ
戦
が
五
月
十
七
日
よ

り
開
幕
し
、
町
内
十
ニ
チ
ー
ム
が

優
勝
杯
目
指
し
て
頑
張
る
こ
と
に

．
な
り
ま
し
た
。

早朝野球リーグ

　　が開幕

　
い
つ
も
の
年
で
す
と
出
場
チ
ー

ム
を
、
一
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
総
あ
た
り

戦
を
行
い
、
L
位
チ
ー
ム
同
志
で

決
勝
戦
を
行
っ
て
優
勝
を
決
め
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
出
場
チ

ー
ム
も
十
ニ
チ
ー
ム
と
少
な
く
な

っ
た
こ
と
や
、
野
球
シ
ー
ズ
ン
を

長
く
持
ち
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

十
ニ
チ
ー
ム
総
あ
た
り
（
リ
ー

グ
）
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
野
球
会
場
は
町
民
グ
ラ
ン
ド
と

松
之
山
中
学
校
グ
ラ
ン
．
ド
の
．
一
カ

所
で
す
。

　
朝
五
時
に
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
開
始

で
す
か
ら
、
野
球
に
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
、
観
戦
に
来
て
く
だ
さ

い
。

六
月
一
口
か
ら
一
般
開
放
！

　
　
　
町
民
体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
農
繁
期
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
や
色
々
な
サ
ー
ク
ル
活

動
が
思
い
っ
き
り
で
き
る
季
節
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
町
公
民
館
で
は
六
月
一
口
よ
り

町
民
体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

一
般
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
σ
体
力
作
り
、

技
術
ア
ッ
プ
の
た
め
に
有
効
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
な
お
、
開
放
期
問
は
テ
月
未

目
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

　
施
設
の
空
い
て
い
る
曜
日
・
時

間
等
詳
し
い
事
を
知
り
た
い
方
は

公
民
館
（
六
ー
二
二
六
五
）
ま
で

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

注
意
、
六
月
卜
八
日
か
ら
、
一
十
五

口
ま
で
は
町
総
合
検
診
で
使
用
す

る
た
め
、
体
育
館
は
夜
も
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

さ
わ
や
か
早
朝
体
操
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
始
ま
っ
て
ま
～
す
。

　
町
民
の
健
康
作
り
を
口
的
に
数

年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
“
さ
わ

や
か
早
朝
体
操
〃
。
今
年
も
五
月

二
卜
．
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
毎
週
日
曜
口
の
朝
に
行
わ
れ
る

こ
の
体
操
、
普
段
動
か
さ
な
い
部

分
の
筋
肉
を
動
か
し
て
体
力
作
り

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
部
落
に
い
る
体
力
作
り
推
進
員

を
中
心
に
、
．
人
で
も
多
く
の
方

が
た
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
旧
心
い
ま
す
。

浮鶴グ

鱗

　
東
北
電
力
主
宰
の
第
四
十
回
文

化
講
演
会
が
六
月
十
六
日
（
木
）

に
、
十
日
町
市
「
産
業
物
産
館
ク

ロ
ス
テ
ン
」
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
講
師
に
は
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
北
出
清
五
郎
氏
（
相
撲
中
継
な

ど
で
有
名
）
と
、
評
論
家
、
秋
山

ち
え
子
氏
の
二
人
が
招
か
れ
る
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。
講
演
の
題
目

は
北
出
氏
が
「
勝
負
の
世
界
に
学

ぶ
」
。
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は
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こ
の
ご
ろ
思
う

こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

聞
い
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は

日
疋
非
、
出
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
入
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は
無
料
で
す
が
会
場
の
関

係
も
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り
、
入
場
案
内
券
を
発
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ま
す
。
（
券
は
役
場
総
務

課
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券
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入
れ
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。
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業
物
産
館
ク

ロ
ス
テ
ン
」
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
講
師
に
は
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
北
出
清
五
郎
氏
（
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中
継
な

ど
で
有
名
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と
、
評
論
家
、
秋
山

ち
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子
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れ
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事
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す
。
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世
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ぶ
」
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は
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う
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と
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で
、

聞
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て
み
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と
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れ
る
方
は

日
疋
非
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。
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が
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。
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れ
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入
れ
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取
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た
だ
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。
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時

〇
六
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午
後
六
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。

▽
会
　
　
場

〇
十
日
町
産
業
物
産
館
ク
ロ
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テ

　
ン
　
　
　
　
　
　
◎
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水
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時
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身
を
出
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較
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花

を
）
け
、
花
持
ち
も
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う

こ
の
花
を
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ん
だ
考
つ
ぐ
弓
が
、
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当
侵
い
距
賄

麟
に
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く
と
能

し
い
も
の
ぐ
◎
ね
。

　
こ
の
“
ヒ
ュ
⊥
ノ
フ
ル
漣
勅
”

に
は
小
苔
部
落
ば
か
り
ぐ
、
な
、
＼
、

新
田
部
落
や
色
々
れ
所
ぐ
、
花
造

り
や
実
化
を
卿
び
か
け
る
指
板
等

亭
作
成
し
た
り
し
（
協
力
い
た
だ

い
ζ
い
ま
づ
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．
k
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か
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も
美
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い
町
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に
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力
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ま
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追
伸
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曳
の
記
串
が
鴇
さ
ん
の
目

に
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る
頃
に
は
、
水
仙
の
花
は

d
っ
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落
ち
ζ
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か
も
知
れ

ま
り
ん
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来
什
ま
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見
（
く
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さ

い
。
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松
之
山
温
泉
ま
つ
り
今
年
も
盛
大
に
。

』
．
騰蘇 難．

観晃蓉扁に踊った大民謡流し

　
徳
任
大
勢
の
観
児
客
ぐ
に
ぎ
わ

う
松
ρ
由
温
粟
よ
つ
り
。
今
年
も

h
月
二
十
『

．
卜
二
臼
の
両
日

行
わ
れ
、
色
マ
な
催
し
物
に
沢
由

の
人
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
十
一
H
、
午
後

時
。
松
甲

小
学
枚
の
児
磧
に
よ
る
鼓
箔
隊
を

先
頭
に
し
て
．
保
自
圃
児
の
か
わ

い
い
雅
児
行
姻
が
温
粟
街
を
出
発
、

温
粟
ま
つ
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
温
泉
広
場
ぐ
は
松
之
…
中
学
生

に
よ
る
フ
ラ
ス
バ
ン
ド
油
奏
や
田

菜
甫
、
野
鳥
コ
ケ
シ
の
制
伯
実
演

な
ど
が
行
わ
れ
、
観
光
宮
ら
の
足

右
誘
つ
σ
い
ま
し
た
，

　
痩
は
ヒ
時
か
ら
大
民
謡
流
し
、

カ
ラ
以
ク
大
会
が
同
囲
に
始
ま
り
、

観
光
審
も
一
緒
に
参
川
り
る
な
だ
、

松
ρ
…
の
温
泉
ま
，
り
ら
し
い
ホ

ッ
ド
な
に
ざ
わ
い
を
見
り
C
い
ま

し
た
。

　
習
日
は
大
轍
蕎
高
原
で
の
“
ジ

ン
V
ス
カ
ン
祭
り
”
．
あ
い
に
．
監
、

の
雨
横
様
に
も
か
か
わ
㌧
げ
π
肖

名
近
い
参
加
畜
が
あ
り
、
急
き
ょ

会
場
と
な
っ
た
希
望
館
の
下
は
超

渦
U
、
・
閏
係
者
は
う
れ
し
い
悲
鳴

を
訪
げ
て
い
た
よ
う
で
◎
。

22日には大厳寺高原でジンギスカン祭り
が行われました。大勢でテープルに座れ
ないほどでした。

大きな袋もすぐいっばいになってし

取
り
組
ん
で
い
る
“
空
き
缶
”
拾

い
。
　
今
年
も
道
路
沿
い
の
雪
が
消
え
、

ゴ
ー
ル
テ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
終
っ
た

五
月
八
臼
（
臼
）
の
朝
、
全
町
一

斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
や
空
き

缶
公
害
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
に
、

ど
こ
の
道
路
に
も
空
き
缶
が
捨
て

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
年
ご
と

じ
り
の
冷
た
い
風
の
吹
く
天
候
で

し
た
が
、
町
内
の
全
部
落
か
ら
婦

人
属
を
中
心
に
、
子
供
た
ち
ゃ
お

年
寄
り
の
万
た
ち
も
大
勢
参
加
し

て
、
ゴ
ミ
や
空
き
缶
を
拾
い
ま
し

た
。
拾
わ
れ
た
ゴ
ミ
は
喬
年
団
の

皆
さ
ん
が
ト
ラ
ッ
ク
で
回
収
し
ζ

回
り
、
最
終
的
に
は
町
民
体
爾
館

ら
れ
た
ゴ
3
、
や
空
き
缶
は
、
ゴ
ミ

集
収
申
に
二
台
分
も
あ
り
、
苗
年

の
串
な
が
ら
こ
の
汚
れ
か
た
の
ひ

ど
さ
に
は
、
黛
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
運
転
者
の
皆
さ
ん
、
空
き
缶
や

」
ミ
の
没
げ
檎
て
は
絶
対
庄
め
ま

し
δ
う
。

　
マ
ナ
ー
守
っ
て
安
全
運
転
。

4
「
あ
つ
、
ノ
ジ
コ
が
見
え
た
し
松
之
山
探
鳥
会
開
催

毎年こんなに沢山のアキカンが捨てられています。

⑨まつのやま

瀦！野鱗　　　　　　　　　　騨鴨騨胴可て1

美人林を抜けた所でホオジロを発見
その美しい姿に驚ろかされる。

　
五
月
二
十
九
日
（
日
）
早
朝
、

松
口
美
人
林
を
会
場
に
“
第
三
十

二
回
探
鳥
会
”
が
行
わ
れ
、
暦
鳥

家
の
皆
さ
ん
六
十
名
が
鳥
と
の
ふ

れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
前
日
の
夜
行
わ
れ
た
野
鳥
集
会

に
も
四
十
名
以
上
の
万
た
ち
が
参

加
さ
れ
、
松
之
山
に
住
む
鳥
た
ち

の
種
類
や
生
態
に
つ
い
て
勉
強
し

た
り
、
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し

た
。
　
美
人
林
で
の
探
鳥
会
で
は
中
島

公
先
生
を
中
心
に
、
三
つ
の
班
に

分
か
れ
て
林
の
周
辺
を
探
鳥
し
、

鳥
の
嶋
き
声
に
よ
る
種
類
の
確
認

や
、
枝
に
止
ま
つ
て
い
る
鳥
の
姿

を
望
遠
鏡
で
見
た
り
し
て
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
巌
終
的
に
は
必
ジ
コ
・
イ
カ
ル

な
ど
三
十
五
種
の
鳥
た
ち
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
比
帳
的
人
家
に
近

い
所
で
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
鳥
た
ち

が
住
ん
で
い
る
の
は
、
県
内
で
も

珍
し
い
そ
う
で
す
。
自
然
環
境
が

素
晴
ら
し
い
か
ら
な
ん
で
し
よ
う

ね
。　
ま
た
、
こ
の
探
鳥
会
で
は
町
制

三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
鳥
た
ち

の
婿
き
な
実
の
生
る
木
（
ナ
ナ
カ

マ
ド
一
ウ
ワ
ミ
ス
ザ
ク
ラ
）
の
苗

木
石
十
本
の
植
樹
が
、
参
加
者
の

手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
早
く
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
．
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一
ウ
ワ
ミ
ス
ザ
ク
ラ
）
の
苗

木
石
十
本
の
植
樹
が
、
参
加
者
の

手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
早
く
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
．



l
o
o
爲
ー

穣

信号「青」右見て、左見て、また右を見て。

3
松
之
山
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
開
催

　
車
の
増
加
と
と
も
に
葺
々
増
え

る
交
通
事
故
。
中
で
も
尋
供
た
ち

ゃ
、
お
征
寄
り
の
万
な
ど
が
犠
牲

と
な
る
事
故
が
大
変
易
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
松
之
山
小
学
校
で
は
、
五
月
十

八
臼
に
P
T
A
禰
導
部
が
中
心
と

な
っ
て
“
正
し
い
自
転
中
の
東
り

万
”
と
、
“
横
断
場
道
の
濃
り
乃
”

教
室
を
間
き
、
串
故
に
遇
わ
な
い

た
め
の
勉
轍
を
し
ま
し
た
。

　
．
」
の
敏
室
で
は
、
南
雲
心
通
指

導
樋
と
松
木
巡
倉
が
先
佳
と
な
っ

て
指
導
に
あ
た
り
、
　
一
年
か
ら
三

年
生
ま
で
が
横
断
歩
道
の
渡
り
万

を
、
四
年
生
か
ら
の
高
学
年
が
正

し
い
自
転
中
の
乗
り
万
を
練
習
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
み
ん
な
が
時
つ
て
来
た

臼
転
顛
は
、
村
由
整
備
士
さ
ん
が

一
台
く
恵
横
し
、
蜜
全
性
を
耀

か
め
て
、
く
れ
ま
し
た
。

　
黛
通
ル
ー
ル
を
守
つ
て
正
し
い

歩
行
・
正
し
い
自
転
印
乗
り
を
し

て
、
宇
故
に
偶
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
よ
．

ジ
Q

磐
自転車の正しい乗り方、知っていますか。
飛び出しには十分注意しましょう。

県内の交通事故急増

◎正しい交通ルールを守り
　　　事故のないタうに！

　ここ数年減少傾向にあった全国の交通事故によ

る死傷者が．昨年あたりから急増しはじめました。

　県内においても全国と同様前年を大幅にヒまわ

るペースで増えています。

　1月からの発生件数と事故概要は表のようにな

っています。ドラィバーの皆さん、くれぐれも注

，慧して安全運転に心掛けてください。

　　　“
嘉診

7晦
（5」弓31「1珍邑石三）交，通じjI故発生状況

久＿　」

発生件数 死 者 傷 者

県 内 3，865 68 4，679

内郡

計 安塚町 浦川原拳・ 松代町 公之山田 大島村 牧村
発生
件数
21 2 5 7 4 2 1

死者 2 1 1
傷者 29 4 4 9 9 2 1

5月31日までの交通事故の概要

要概の故事
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村
道

3
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等
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そ
の
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国
道

3

国
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二
五
三

12

態形の故事

刮

21

自
損
事
故

7

車
対
自
転
車
故

バ
イ
ク
対
人

1

車
対
人

3

車
対
バ
イ
ク

1

車
対
車

9

勘
別
黛

轍
住

計

飢

白
損
事
故
含

郡
外
同
士
事
故

4

郡
内
と
郡
外
事
故

5

自
損
事
故
含

郡
内
同
士
事
故

12

⑪まつのやま

身体の機能回復を11的に

リひビリ教室開催

すしやか

賑
、

　
近
年
、
食
生
活
の
変
化
や
運
動

量
の
低
ド
、
ま
た
、
全
体
的
な
高

齢
化
が
進
む
中
で
高
血
圧
症
と
な

る
人
が
大
変
増
え
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
か
ら
来
る
と
思
わ
れ
る

病
気
に
脳
卒
中
が
あ
り
ま
す
が
、

松
之
山
で
も
こ
の
病
気
の
後
遺
症

で
、
自
宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方

が
か
な
り
お
ら
れ
ま
す
。

　
町
保
健
衛
生
係
で
は
、
保
健
婦

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
婦
人
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
白
宅
で

療
養
し
て
い
る
方
々
を
．
同
に
集

め
て
、
　
．
年
を
通
し
て
の
リ
ハ
ビ

リ
教
室
・
す
こ
や
か
教
育
を
開
催

蓋
量
熱

騨

嚇鰐麟つ」
し
、
不
白
由
な
身
体
の
機
能
回
復

に
少
し
で
も
役
立
て
よ
う
と
、
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
症
月
か
ら
ト
一

月
ま
で
の
問
に
ト
．
一
．
回
ほ
ど
開
か

れ
る
予
定
で
、
そ
の
内
の
八
回
く

ら
い
は
、
国
立
病
院
犀
潟
療
養
所

の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
先
生
か
ら
指

導
し
て
も
ら
う
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
第
。
回
目
の
教
育
は
κ
月
卜
七

日
に
老
人
憩
い
の
家
で
開
か
れ
、

レ
七
人
（
対
象
者
．
一
ト
κ
人
）
の

方
々
が
参
加
さ
れ
て
開
講
式
、
血

圧
測
定
、
先
生
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

訓
練
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。
対
象

者
の
ほ
と
ん
ど
は
脳
卒
中
後
遺
症

の
方
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
膝
の

痛
い
人
や
高
齢
で
運
動
不
足
か
ら

白
分
で
思
う
よ
う
に
身
体
が
動
か

な
い
人
な
ど
も
何
人
か
来
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室
で

は
、
見
え
ら
れ
る
方
々
の
運
動
等

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ
て
く

れ
る
方
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

、
回
H
の
教
室
で
は
、
五
人
の
婦

人
が
重
伝
い
に
み
え
ま
し
た
。
大

変
う
れ
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ど
ん
ど
ん
高
齢
化
し
て
行
く
現

在
、
思
い
や
り
の
心
だ
け
は
失
い

た
く
な
い
も
の
で
す
ね
。

・
「
～
「
訟

『ず・、ザン▽　
リハビリ専門の先生から機能回復のための

色々な指導を受ける。

（松里老人憩いの家にて）

気
を
つ
け

　
　
　
　
　
ま
し
よ
う
。

　
　
　
訪
問
販
売

　
最
近
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
消

火
器
や
換
気
扇
の
訪
問
販
売
が
あ

り
ま
し
た
。
「
お
宅
の
消
火
器
は

古
く
て
使
え
な
い
か
ら
替
え
て
下

さ
い
。
」
と
か
「
危
険
だ
か
ら
取
り

替
え
な
さ
い
。
」
と
い
っ
た
口
ぶ

り
で
す
。
消
防
署
の
方
か
ら
来
た

と
か
、
役
場
か
ら
来
た
と
か
言
わ

れ
て
も
、
消
防
署
や
役
場
、
郵
便

局
な
ど
は
、
「
あ
ぶ
な
い
か
ら
取

り
か
え
て
下
さ
い
」
と
か
注
意
は

し
ま
す
が
、
品
物
を
も
っ
て
行
き

ま
せ
ん
。

　
　
「
消
防
署
の
人
か
ね
。
」
と
聞
い

　
て
も
ち
が
う
と
は
言
い
ま
せ
ん
の

　
で
い
ら
な
か
っ
た
ら
、
は
っ
き
り

　
こ
と
わ
っ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
家
族
そ
ろ
っ
た
時
に
で
も
「
消
火

　
器
が
古
い
と
い
わ
れ
た
。
」
と
い

　
う
話
か
ら
、
若
い
人
た
ち
や
年
配

　
の
方
の
意
見
を
聞
い
た
り
し
て
、

　
消
防
署
や
役
場
、
換
気
扇
な
ら
電

一
　
気
工
事
や
さ
ん
に
相
談
し
て
下
さ

　
】
　
O

　
し
　
　
代
金
を
全
部
払
っ
て
し
ま
っ
て

　
よ
、
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
轟
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信号「青」右見て、左見て、また右を見て。
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松
之
山
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
開
催

　
車
の
増
加
と
と
も
に
葺
々
増
え

る
交
通
事
故
。
中
で
も
尋
供
た
ち

ゃ
、
お
征
寄
り
の
万
な
ど
が
犠
牲

と
な
る
事
故
が
大
変
易
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
松
之
山
小
学
校
で
は
、
五
月
十

八
臼
に
P
T
A
禰
導
部
が
中
心
と

な
っ
て
“
正
し
い
自
転
中
の
東
り

万
”
と
、
“
横
断
場
道
の
濃
り
乃
”

教
室
を
間
き
、
串
故
に
遇
わ
な
い

た
め
の
勉
轍
を
し
ま
し
た
。

　
．
」
の
敏
室
で
は
、
南
雲
心
通
指

導
樋
と
松
木
巡
倉
が
先
佳
と
な
っ

て
指
導
に
あ
た
り
、
　
一
年
か
ら
三

年
生
ま
で
が
横
断
歩
道
の
渡
り
万

を
、
四
年
生
か
ら
の
高
学
年
が
正

し
い
自
転
中
の
乗
り
万
を
練
習
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
み
ん
な
が
時
つ
て
来
た

臼
転
顛
は
、
村
由
整
備
士
さ
ん
が

一
台
く
恵
横
し
、
蜜
全
性
を
耀

か
め
て
、
く
れ
ま
し
た
。

　
黛
通
ル
ー
ル
を
守
つ
て
正
し
い

歩
行
・
正
し
い
自
転
印
乗
り
を
し

て
、
宇
故
に
偶
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
よ
．

ジ
Q

磐
自転車の正しい乗り方、知っていますか。
飛び出しには十分注意しましょう。

県内の交通事故急増

◎正しい交通ルールを守り
　　　事故のないタうに！

　ここ数年減少傾向にあった全国の交通事故によ

る死傷者が．昨年あたりから急増しはじめました。

　県内においても全国と同様前年を大幅にヒまわ

るペースで増えています。

　1月からの発生件数と事故概要は表のようにな

っています。ドラィバーの皆さん、くれぐれも注

，慧して安全運転に心掛けてください。

　　　“
嘉診

7晦
（5」弓31「1珍邑石三）交，通じjI故発生状況

久＿　」

発生件数 死 者 傷 者

県 内 3，865 68 4，679

内郡

計 安塚町 浦川原拳・ 松代町 公之山田 大島村 牧村
発生
件数
21 2 5 7 4 2 1

死者 2 1 1
傷者 29 4 4 9 9 2 1

5月31日までの交通事故の概要
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⑪まつのやま

身体の機能回復を11的に

リひビリ教室開催

すしやか

賑
、

　
近
年
、
食
生
活
の
変
化
や
運
動

量
の
低
ド
、
ま
た
、
全
体
的
な
高

齢
化
が
進
む
中
で
高
血
圧
症
と
な

る
人
が
大
変
増
え
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
か
ら
来
る
と
思
わ
れ
る

病
気
に
脳
卒
中
が
あ
り
ま
す
が
、

松
之
山
で
も
こ
の
病
気
の
後
遺
症

で
、
自
宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方

が
か
な
り
お
ら
れ
ま
す
。

　
町
保
健
衛
生
係
で
は
、
保
健
婦

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
婦
人
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
白
宅
で

療
養
し
て
い
る
方
々
を
．
同
に
集

め
て
、
　
．
年
を
通
し
て
の
リ
ハ
ビ

リ
教
室
・
す
こ
や
か
教
育
を
開
催

蓋
量
熱

騨

嚇鰐麟つ」
し
、
不
白
由
な
身
体
の
機
能
回
復

に
少
し
で
も
役
立
て
よ
う
と
、
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
症
月
か
ら
ト
一

月
ま
で
の
問
に
ト
．
一
．
回
ほ
ど
開
か

れ
る
予
定
で
、
そ
の
内
の
八
回
く

ら
い
は
、
国
立
病
院
犀
潟
療
養
所

の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
先
生
か
ら
指

導
し
て
も
ら
う
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
第
。
回
目
の
教
育
は
κ
月
卜
七

日
に
老
人
憩
い
の
家
で
開
か
れ
、

レ
七
人
（
対
象
者
．
一
ト
κ
人
）
の

方
々
が
参
加
さ
れ
て
開
講
式
、
血

圧
測
定
、
先
生
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

訓
練
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。
対
象

者
の
ほ
と
ん
ど
は
脳
卒
中
後
遺
症

の
方
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
膝
の

痛
い
人
や
高
齢
で
運
動
不
足
か
ら

白
分
で
思
う
よ
う
に
身
体
が
動
か

な
い
人
な
ど
も
何
人
か
来
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室
で

は
、
見
え
ら
れ
る
方
々
の
運
動
等

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ
て
く

れ
る
方
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

、
回
H
の
教
室
で
は
、
五
人
の
婦

人
が
重
伝
い
に
み
え
ま
し
た
。
大

変
う
れ
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ど
ん
ど
ん
高
齢
化
し
て
行
く
現

在
、
思
い
や
り
の
心
だ
け
は
失
い

た
く
な
い
も
の
で
す
ね
。

・
「
～
「
訟

『ず・、ザン▽　
リハビリ専門の先生から機能回復のための

色々な指導を受ける。

（松里老人憩いの家にて）

気
を
つ
け

　
　
　
　
　
ま
し
よ
う
。

　
　
　
訪
問
販
売

　
最
近
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
消

火
器
や
換
気
扇
の
訪
問
販
売
が
あ

り
ま
し
た
。
「
お
宅
の
消
火
器
は

古
く
て
使
え
な
い
か
ら
替
え
て
下

さ
い
。
」
と
か
「
危
険
だ
か
ら
取
り

替
え
な
さ
い
。
」
と
い
っ
た
口
ぶ

り
で
す
。
消
防
署
の
方
か
ら
来
た

と
か
、
役
場
か
ら
来
た
と
か
言
わ

れ
て
も
、
消
防
署
や
役
場
、
郵
便

局
な
ど
は
、
「
あ
ぶ
な
い
か
ら
取

り
か
え
て
下
さ
い
」
と
か
注
意
は

し
ま
す
が
、
品
物
を
も
っ
て
行
き

ま
せ
ん
。

　
　
「
消
防
署
の
人
か
ね
。
」
と
聞
い

　
て
も
ち
が
う
と
は
言
い
ま
せ
ん
の

　
で
い
ら
な
か
っ
た
ら
、
は
っ
き
り

　
こ
と
わ
っ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
家
族
そ
ろ
っ
た
時
に
で
も
「
消
火

　
器
が
古
い
と
い
わ
れ
た
。
」
と
い

　
う
話
か
ら
、
若
い
人
た
ち
や
年
配

　
の
方
の
意
見
を
聞
い
た
り
し
て
、

　
消
防
署
や
役
場
、
換
気
扇
な
ら
電

一
　
気
工
事
や
さ
ん
に
相
談
し
て
下
さ

　
】
　
O

　
し
　
　
代
金
を
全
部
払
っ
て
し
ま
っ
て

　
よ
、
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
轟
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まつのやま⑫

松
之
山
の

　
　
　
　
動
物

た
ち

　
松
之
山
町
は
、
日
本
で
も
雪
が
た
く
さ
ん
降
る
地
域
で
す
。
こ
の

雪
の
多
い
き
び
し
い
自
然
の
中
で
知
恵
を
働
か
せ
て
多
く
の
動
物
が

住
ん
で
い
ま
す
。
今
、
町
史
編
さ
ん
の
た
め
に
動
物
の
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
動
物
に
つ
い
て
姿
を
見
た
り
、

足
跡
を
見
た
り
、
死
骸
を
拾
っ
た
り
さ
れ
た
方
は
、
編
さ
ん
室
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
け
も
の
の
仲
問
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の
上
の
足
跡
で
良
く
知
ら
れ

て
い
る
ノ
ウ
サ
ギ
（
ト
ウ
ホ
ク
ノ

ウ
サ
ギ
）
、
民
話
や
童
話
で
な
じ

み
深
い
タ
ヌ
キ
、
穴
掘
り
名
人
で

き
れ
い
好
き
な
ア
ナ
グ
マ
（
ム
ジ

ナ
？
）
、
身
が
る
で
潜
水
が
得
意

な
イ
タ
チ
、
毛
皮
の
王
様
テ
ン
、

人
家
に
住
み
つ
く
ム
サ
サ
ビ
〈
バ

ン
ド
ナ
黛
）
、
小
さ
な
か
ら
だ
の

モ
モ
ン
ガ
、
昼
間
活
動
す
る
リ
ス

な
ど
が
住
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
群
れ
か
ら
は
ぐ
れ

た
サ
ル
の
鳴
き
声
が
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先
に
山
菜

採
り
で
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

カ
モ
シ
カ
は
、
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・
・
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年
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頃
か

ら
、
松
代
や
牧
村
で
親
子
連
れ
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
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に
、
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に
は
、
人
島
村
で
キ
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が
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事
故
に
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拾
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て
い
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。
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る
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性
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の
に
ヤ
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が
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げ
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・
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ミ
・
モ
グ
ラ
は

こ
れ
か
ら
、
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。
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ま
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澄
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だ
「
ピ
ョ
ロ
ロ

ロ
ロ
」
と
い
う
鳴
き
声
を
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せ
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。
こ
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認
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。
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少
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サ
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シ
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仲
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の
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、
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、
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食
草
と
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な

ど
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ら
れ
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仲
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。
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の
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間
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仲
間
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と
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仲
間
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ブ
ガ
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の
仲
問
な
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の
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類
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仲
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（
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責
）
町
史
編
さ
ん
動
物
班

　
担
当
村
山
　
暁

⑱まつのやま

追加訂正

　5月号の中で松之山

温泉クロスカントリー

スキー大会の成績を掲

載しましたが、その中

で6年生女子の部5位、
竹内雅子さん（浦田小）、

記録11分41秒4の紹介

が落ちていました。

　ここで追加紹介させ

ていただきます。

に関する税
作文・標語募集

　国税庁をはじめ国税局、税務署では、本年

度も全国の高校生から「税に関する作文」を、

また、中学生から「税に関する標語」を募集
します。

　テーマは、作文・標語とも税に関するもの
なら何でも結構です。

　受付は税務署で行っていますので、高校

生・中学生の皆さんの応募をお待ちしていま
す。

▽作文（高校生）
○応募数　一人…編　3，000字以内
o糸帝切ワ日　 9月5匠ヨ　（∫可）

O表彰優秀作品には、国税庁長官賞や国
　　　　　税局長賞などが贈られます。

▽標　語　　（中学生）

o応募数　一人一編

o締切日　9月5日（月）
o表彰優秀作品には、国税局長賞などが
　　　　　贈られます。

梅雨どきの

　　災害事故防止
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瀬
　
、
0話
覧
＼

　
＼
臥
　
、
￥
－

緊
罪

◎早め、謙嫉

塚の箇、、の

　危隙箇鳶

　L砂崩れは、突発的に発生することから「発生しそ

うだ」と予測できても「いつ発生する」とは言いきれ

ません。そのため、少しでも避難が遅れると取り返し

のつかない事態に至る恐れがあります。

　町内でも土砂崩れや地滑り等の災害危険個所が多く
あります。

　家の回りの側溝や小川のつまりは、住宅浸水の原因

となります。また、裏山の小さなキ裂は土砂崩れにつ

ながります。　　　　　　　　　　　　　　　亀

　梅雨を迎える前にもう一度家の周りを点検し、危険

箇所の発見や修繕に努めましょう。



ー
O
霧
ー

まつのやま⑫

松
之
山
の

　
　
　
　
動
物

た
ち

　
松
之
山
町
は
、
日
本
で
も
雪
が
た
く
さ
ん
降
る
地
域
で
す
。
こ
の

雪
の
多
い
き
び
し
い
自
然
の
中
で
知
恵
を
働
か
せ
て
多
く
の
動
物
が

住
ん
で
い
ま
す
。
今
、
町
史
編
さ
ん
の
た
め
に
動
物
の
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
動
物
に
つ
い
て
姿
を
見
た
り
、

足
跡
を
見
た
り
、
死
骸
を
拾
っ
た
り
さ
れ
た
方
は
、
編
さ
ん
室
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
け
も
の
の
仲
問

　
雪
の
上
の
足
跡
で
良
く
知
ら
れ

て
い
る
ノ
ウ
サ
ギ
（
ト
ウ
ホ
ク
ノ

ウ
サ
ギ
）
、
民
話
や
童
話
で
な
じ

み
深
い
タ
ヌ
キ
、
穴
掘
り
名
人
で

き
れ
い
好
き
な
ア
ナ
グ
マ
（
ム
ジ

ナ
？
）
、
身
が
る
で
潜
水
が
得
意

な
イ
タ
チ
、
毛
皮
の
王
様
テ
ン
、

人
家
に
住
み
つ
く
ム
サ
サ
ビ
〈
バ

ン
ド
ナ
黛
）
、
小
さ
な
か
ら
だ
の

モ
モ
ン
ガ
、
昼
間
活
動
す
る
リ
ス

な
ど
が
住
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
群
れ
か
ら
は
ぐ
れ

た
サ
ル
の
鳴
き
声
が
春
先
に
山
菜

採
り
で
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

カ
モ
シ
カ
は
、
一
・
・
二
年
前
頃
か

ら
、
松
代
や
牧
村
で
親
子
連
れ
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

二
年
前
に
は
、
人
島
村
で
キ
ツ
ネ

が
交
通
事
故
に
合
い
拾
わ
れ
て
い

ま
す
。
見
つ
か
る
吋
能
性
が
あ
る

も
の
に
ヤ
マ
ネ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

コ
ウ
モ
リ
・
ネ
ズ
ミ
・
モ
グ
ラ
は

こ
れ
か
ら
、
、
年
間
か
け
て
調
査
す

る
予
定
で
す
。

▼
鳥
の
仲
問

　
松
之
山
は
、
野
鳥
の
宝
庫
と
し

て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
カ
シ
ュ
ウ
ビ
ン
は
町
の
鳥
と
し

て
皆
さ
ん
に
良
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
南
の
国
か
ら
渡
っ
て

き
て
、
あ
の
澄
ん
だ
「
ピ
ョ
ロ
ロ

ロ
ロ
」
と
い
う
鳴
き
声
を
聞
か
せ

て
く
れ
て
ま
す
。
こ
の
七
年
間
で

さえずるノジコ

確
認
さ
れ
た
種
数
は
、
約
九
十
種

類
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
少

し
ず
つ
種
数
や
数
が
減
っ
た
り
、

山
野
の
鳥
に
代
わ
っ
て
、
市
街
地

の
鳥
が
人
っ
て
き
た
り
し
て
い
る

こ
と
が
、
環
境
の
変
化
を
教
え
て

い
ま
す
。

▼
ヘ
ビ
や
力
エ
ル
の
仲
問

　
マ
ム
シ
、
　
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、

シ
マ
ヘ
ビ
、
ヤ
マ
カ
ガ
シ
、
ジ
ム

グ
リ
、
ト
カ
ゲ
、
カ
ナ
ヘ
ビ
、
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
イ
モ
リ
、
ト
ノ

サ
マ
ガ
エ
ル
、
ア
マ
ガ
エ
ル
、
ア

カ
ガ
エ
ル
、
ツ
チ
ガ
エ
ル
、
ヒ
キ

ガ
エ
ル
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ

エ
ル
（
田
の
畦
に
白
い
泡
を
作

る
）
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
（
木
の
枝

に
白
い
泡
を
作
る
）
、
カ
ジ
カ
ガ

エ
ル
な
ど
が
い
ま
す
。

▼
川
や
池
に
住
t

　
　
　
魚
の
仲
問

　
川
や
池
に
は
、
ウ
グ
イ
（
ア
カ

バ
ヨ
）
、
ア
ブ
ラ
パ
ヤ
（
ハ
ヨ
）
、

カ
ジ
カ
、
カ
マ
ツ
カ
（
ス
ナ
ッ
プ

リ
）
、
ニ
ゴ
イ
、
フ
ナ
、
メ
ダ
カ
、

イ
ワ
ナ
、
モ
ツ
ゴ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、

エ
ビ
、
カ
ニ
が
す
ん
で
い
ま
す
。

　
ウ
ナ
ギ
の
仲
問
の
カ
ワ
ヤ
ツ
メ

や
、
ト
ゲ
ウ
オ
の
仲
問
の
イ
ト
ヨ

な
ど
は
昔
す
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

今
見
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

クロサンショウウオの卵塊

▼
昆
虫
の
仲
問

　
（
多
産
す
る
チ
ョ
ウ
の
仲
間
）

　
県
内
で
知
ら
れ
て
い
る
蝶
の
約

半
数
近
く
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

下
布
川
地
区
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
、

関
田
山
系
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
や
ミ

ヤ
マ
セ
セ
リ
、
コ
シ
ノ
カ
ン
ア
オ

イ
を
食
草
と
す
る
ギ
フ
チ
ョ
ウ
な

ど
は
貴
重
な
種
類
で
す
。
ま
た
、

渓
流
に
み
ら
れ
る
サ
カ
ハ
チ
チ
ョ

ウ
と
キ
ハ
ダ
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
を
食

草
と
す
る
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ

が
多
産
す
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

ギフチョウの産卵

（
ト
ン
ボ
の
仲
問
）

　
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
、
オ
ニ
ヤ
ン

マ
、
ア
キ
ア
カ
ネ
な
ど
を
中
・
い
に

し
て
、
十
一
科
三
十
五
種
の
ト
ン

ボ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
夏
に

現
わ
れ
る
仲
間
と
、
夏
に
現
わ
れ

る
仲
間
と
、
成
虫
の
ま
ま
で
冬
を

越
し
春
一
番
に
活
動
を
開
始
す
る

オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
な
ど
も
い
ま
す
。

シオヤトンボ（皐）の飛翔

（
そ
の
他
の
昆
虫
）

　
ク
ワ
ガ
タ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
、
セ
ミ
、
バ
ッ
タ
、

コ
オ
ロ
ギ
、
キ
リ
ギ
リ
ス
、
カ
マ

キ
リ
、
カ
メ
ム
シ
、
テ
ン
ト
ウ
ム

シ
な
ど
た
く
さ
ん
の
虫
が
い
ま
す
。

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
な

ど
で
す
。

▼
貝
の
仲
問

　
カ
タ
ツ
ム
リ
の
仲
間
や
タ
ニ
シ

の
仲
間
を
初
め
と
し
て
、
ギ
セ
ル

の
仲
間
、
ド
ブ
ガ
イ
の
仲
問
な
ど

た
く
さ
ん
の
種
類
の
貝
の
仲
問
が

い
ま
す
。

（
文
責
）
町
史
編
さ
ん
動
物
班

　
担
当
村
山
　
暁

⑱まつのやま

追加訂正

　5月号の中で松之山

温泉クロスカントリー

スキー大会の成績を掲

載しましたが、その中

で6年生女子の部5位、
竹内雅子さん（浦田小）、

記録11分41秒4の紹介

が落ちていました。

　ここで追加紹介させ

ていただきます。

に関する税
作文・標語募集

　国税庁をはじめ国税局、税務署では、本年

度も全国の高校生から「税に関する作文」を、

また、中学生から「税に関する標語」を募集
します。

　テーマは、作文・標語とも税に関するもの
なら何でも結構です。

　受付は税務署で行っていますので、高校

生・中学生の皆さんの応募をお待ちしていま
す。

▽作文（高校生）
○応募数　一人…編　3，000字以内
o糸帝切ワ日　 9月5匠ヨ　（∫可）

O表彰優秀作品には、国税庁長官賞や国
　　　　　税局長賞などが贈られます。

▽標　語　　（中学生）

o応募数　一人一編

o締切日　9月5日（月）
o表彰優秀作品には、国税局長賞などが
　　　　　贈られます。

梅雨どきの

　　災害事故防止

導＼

瀬
　
、
0話
覧
＼

　
＼
臥
　
、
￥
－

緊
罪

◎早め、謙嫉

塚の箇、、の

　危隙箇鳶

　L砂崩れは、突発的に発生することから「発生しそ

うだ」と予測できても「いつ発生する」とは言いきれ

ません。そのため、少しでも避難が遅れると取り返し

のつかない事態に至る恐れがあります。

　町内でも土砂崩れや地滑り等の災害危険個所が多く
あります。

　家の回りの側溝や小川のつまりは、住宅浸水の原因

となります。また、裏山の小さなキ裂は土砂崩れにつ

ながります。　　　　　　　　　　　　　　　亀

　梅雨を迎える前にもう一度家の周りを点検し、危険

箇所の発見や修繕に努めましょう。



l
O
濡
ー

まつのやま⑭

で

　　あゲ
制ワし
麿が麿
だた
禰レ￥
φズ，

勧定。二脇誘鰹蒙綿長　国
護貿錆濃艘灘舗鶴騨　民善円の　’以○付で付資吠な用む大庫低

㍊騰聾置鯉金②麟鞭認　公
蓮。翻覧註濁芝醗藷　庫転　　りの　　三貸　　補体業貸なとが年お

墓駁姦競撫㍑鰐雀　融）五特・度どた売麟まれ融み改資

’

（．．．　〔』

くノ　　ー

♪　一

C’

　（　■　¢・　つ
ρ 灸　とブ

　　　※　。▽　　　▽　正制
灘藤盤轟勤篶鱒蟹の度
混舗曼塑凄噂内瓢磯お
透観馨？3置年　三　四暮歯　矢口
　○高と）二て　　写　　”限五　　　㍉
　一田は　○は　五　五　五度○　　ヒ》
　へ支　’　年運　　％　　O　　O　　万

扁曙謹箇雰雰円せ
6月は 悪質商法にご用心！！

男女雇用機会均等月間です 触．、累翻
　　　ヤ労働省

、　　　　へ

　　　6萬，
　　　一

▼テーマ

チャンス！ チャレンジ！ ．～．難雛
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警察では、6月中を「悪質商法の取締り強

▼目 標 化月間」として高齢者や主婦を狙った、いわ

「男女均等取扱い」実現のために ゆる「悪質商法」による被害の防止を呼びか

○企業は、女子労働省が意欲と能力を十分発 けると共に．徹底した取締りを実施します。

揮できる環境づくりに努力すること。また、 セールスマンの言うことを鵜呑みにして契

女子労働者自身も能力開発と職業意識の向 約書の内容を読まずにサインしたり、高い商

上に努めましょう。 品を買うことのないように、悩んだ時には早

※均等法についての問い合わせ、ご相談は く誰かに相談するようにしましょう。
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今
月
号
か
ら
町
民
何
で
も
質
問

コ
1
ナ
ー
を
新
し
く
設
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
民
、
の
皆
さ
ん
か
ら

町
長
や
行
政
に
対
し
て
質
問
や
意

見
・
要
望
等
何
ん
で
も
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
そ
の
つ
ど
広
報
で
責
任

を
持
っ
て
解
答
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
日
頃
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
い
る

事
。
「
あ
そ
こ
は
こ
う
し
た
ら
良

い
の
で
は
」
と
い
う
よ
う
な
意
見
。

「
こ
こ
は
危
険
だ
か
ら
直
し
て
」

な
ど
の
要
望
。
と
に
か
く
何
で
も

気
付
い
た
事
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
一
つ
の
例
と
し
て
次

の
よ
う
な
質
問
と
解
答
を
載
せ
て

み
ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
く
場
合
は
、
お

名
前
と
部
落
名
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
広
報
で
紹
介
し
き
れ
な
い
部

分
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
何
ら
か
の

方
法
で
お
答
え
し
ま
す
。

◎
送
り
先
　
役
場
議
会
事
務
局
広

　
報
係
宛
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
話
六
－
三
二
二
一
内
線
三
六

※
手
紙
が
苦
手
の
方
　
電
話
で
も

　
け
っ
こ
う
で
す
。

⑮まつのやま

家系図で3親等までといえば
　　　どこまでになりますか。
　　　　　　　（松口）高橋さん

韮
図等
直
孟
族

親三族
萎
族

姻
傍
系
姻
族

G）　⑤
　
お
答
え
し
ま
す
。
結
婚
の
話
し

　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
．
一
　
哩
い

な
ど
す
る
と
き
に
、
「
従
兄
弟
・
従

と
　
　
こ

姉
妹
同
志
は
三
親
等
だ
か
ら
結
婚

で
き
る
ん
だ
よ
」
な
ど
と
言
わ
れ

ま
す
。
そ
の
通
り
な
ん
で
す
が
、

系
図
に
表
わ
し
ま
す
と
次
よ
う
に

な
り
ま
す
　

　
こ
の
中
で
“
熾
燦
”
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
姻
族

と
は
、
一
人
の
人
を
中
心
に
考
え

た
場
合
、
そ
の
人
の
配
偶
者
の
血

族
と
の
関
係
、
な
ら
び
に
そ
の
人

の
血
族
の
配
偶
者
と
の
関
係
を
い

ず
れ
も
姻
族
と
い
い
ま
す
。
少
し

む
ず
か
し
い
で
す
が
系
図
を
良
く

見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
担
当
・
住
民
課
）

水
道
冬
期
間
四
ヵ
月
ほ
ど
留
守
に
す
る
場
合

の
手
続
き
と
料
金
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
谷
）
相
沢
さ
ん

　
お
答
え
し
ま
す
。
冬
期
間
留
守

に
す
る
場
合
は
、
電
話
で
も
け
っ

こ
う
で
す
か
ら
役
場
保
健
衛
生
係

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
長
期
間
留
守
に
な
る
場

合
に
は
「
水
道
メ
ー
タ
ー
部
分
の

せ
ん栓
を
確
実
に
し
め
て
、
メ
ー
タ
ー

部
の
”
赤
い
星
印
”
が
作
動
し
て

い
な
い
か
、
ま
た
、
蛇
口
を
開
き

⑨

要の曽

祖父冊

去の曽

祖父母

①　　　　　　①

① ②

婆　の

祖父母

夫　の

祖父斑

①

蛮の伯

叔父母

凄　の

父　母

夫　　の

父　母

i夫の伯

澱父母

要の兄

弟姉妹
饗 夫

i夫の兄

弟姉嫁

③ ① ① ⑤

饗　の

甥　蛭
姿の子 夫の子

夫　の

甥　姪

② ②

妻の孫 夫の孫

⑤ ③

捉　　グ）

曽　孫

夫　の

曽　孫

水
が
出
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
凶
メ
ー
タ
ー
部
の
”
赤
い
星
印
”

が
作
動
し
て
い
な
け
れ
ば
、
屋
内

漏
水
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
長
期
間
使
用
し
な
く

て
も
メ
ー
タ
ー
器
が
取
り
付
け
て

あ
る
場
合
、
基
本
料
金
だ
け
は
徴

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お

冬
期
間
留
守
に
す
る
場
合
は
管
理

人
を
定
め
、
．
漏
水
事
故
に
備
え
て

く
だ
さ
い
。

　
離
村
等
で
水
道
を
全
部
廃
止
す

る
場
合
に
は
、
印
カ
ン
を
お
持
ち

に
な
っ
て
役
場
保
健
衛
生
係
ま
で

届
出
て
く
だ
さ
い
。

，
仮
住
宅
等
で
短
期
間
（
一
年
未

満
）
水
道
が
必
要
な
場
合
は
、
係

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道

使
用
料
金
は
一
カ
月
二
〇
㎡
で
一

〇
、
〇
五
〇
円
（
メ
ー
タ
！
使
用

量
五
〇
円
含
）
で
す
。
超
過
料
金
は

一
㎡
一
八
O
円
で
す
。
（
工
事
費

は
別
）

　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
住
民
課
）
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離
村
等
で
水
道
を
全
部
廃
止
す

る
場
合
に
は
、
印
カ
ン
を
お
持
ち

に
な
っ
て
役
場
保
健
衛
生
係
ま
で

届
出
て
く
だ
さ
い
。

，
仮
住
宅
等
で
短
期
間
（
一
年
未

満
）
水
道
が
必
要
な
場
合
は
、
係

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道

使
用
料
金
は
一
カ
月
二
〇
㎡
で
一

〇
、
〇
五
〇
円
（
メ
ー
タ
！
使
用

量
五
〇
円
含
）
で
す
。
超
過
料
金
は

一
㎡
一
八
O
円
で
す
。
（
工
事
費

は
別
）

　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
住
民
課
）
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現況届は誕生月に！
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　老齢年金の現況届は誕生月に

　国民年金の老齢年金・通算老齢年金・老齢基礎年金を引き

続き1年以上受けている方には、毎年1回誕生月の始め頃に、

社会保険庁から現況届のハガキが送られます。

　この現況届用紙くハガキ）に住所と氏名を記入し、印鑑を
押したうえで、住所地の町長の証明を受け、助手をはって、

誕生月の末日までに社会保険庁に届くように出してください。

　現況届は、引き続いて年金を受ける権利があるかどうか確

認するために、毎年1回誕生月に届け出していただくもので

す。届け出期限までに提出しなかった場合は、年金の支払い

が停止されたり、遅れたりしますので、十分ご注意ください。

　なお、現況届け用紙が送付されてなかったり、用紙をなく

したときは、役場の国民年金係で用紙をもらって、必ず提出
してください。

困
　
　
　
　
出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
正
樹

　
　
　
白
先
黒
死
・
3
手
ま
で

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
．
．
チ
に
し
て
…
…

　
　
　
2
分
で
3
級
、
ノ
唇
タ
イ
ム
で
1

　
　
　
級
。

戸籍の窓
　　おめでた（雌）
蟹特ちゃん　高橋　勇さんの長男（湯　本）
かずふみ

和史ちゃん　滝沢正昭さんの長男（松之山）
麻美ちゃん　佐藤太一さんの長女（天水島）

　　　；お《鞄み（死亡）

保坂ムラさん　　72歳（北浦田）新　宅

相田直樹さん　　2歳（松之山〉

福原美知男さん　21歳（坪　野）中屋敷

高橋ユワさん　　79歳（天水島）惣　七

本山政吉さん　　87歳（北浦田）庄　善

鈴木シゲさん　　84歳（小　谷）大　下

久保田サダさん　87歳（松之山）新発田

佐藤音五郎さん　59歳（曽　根）日　影

※4月26日から5月31日までの届出分です。

学校卒業者に対する

　　　求人申込みはお早めに’

　
本
年
度
か
ら
中
学
・
高
校
の
求

人
申
込
み
開
始
期
日
が
早
く
な
り

ま
し
た
。

　
地
元
へ
の
若
い
労
働
力
の
確
保

の
た
め
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
求
人
票
の
受
付
け
開
始

▽
中
学
・
高
等
学
校

　
六
月
二
十
日
か
ら
受
付
け

▽
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修

．
職
業
訓
練
校

　
七
月
十
日
か
ら
受
付
け

　
こ
れ
は
、
昭
和
六
十
四
年
三
月

新
規
学
校
卒
業
者
に
対
す
る
求
人

で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
次
の
職
安
の

学
卒
係
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

　
上
越
公
共
職
業
安
定
所
安
塚
分

室
、
電
話
〇
二
五
五
九
ー
二
ー
二

〇
三
九
。

まつのやま⑯

採
用
の

お
知
ら
せ

求
人
・
試
験

度
種
験
て

年
皿
試
い

　
3

6
員
用
つ

和
務
採
に

昭
聯

▽
受
験
資
格

　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

　
四
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
者
。

○
学
力
　
高
校
卒
業
程
度

○
受
験
願
書
受
付
け

　
七
月
六
日
（
水
）
～
七
月
十
三

　
日
（
水
）
ま
で

○
提
出
先
　
〒
一
〇
〇
　
千
代
田

　
区
大
手
町
一
！
三
－
三
　
合
同

　
庁
舎
三
号
館

　
人
事
院
関
東
事
務
局
　
宛

○
願
書
用
紙
は
近
く
の
税
務
署
に

　
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
日
　
十
月
二
日
（
日
）

　
上
越
な
ど
十
三
会
場
で
。

○
第
二
次
試
験
　
十
｝
月
七
日
か

ら
＋
八
日
の
間

○
採
用
予
定
　
約
三
七
〇
人

※
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税

　
務
署
（
総
務
課
）
へ
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

「ハイ、県くらしの

　　　　　　　　ダィヤルです。」

　　消費者テレホンサービス

　県消費生活センターでは、くらしに関するテレ

　ホン（電話情報）サービスを毎月内容を変えて

　行っています。

　六月は次のような内容について情報提供してい

　ますので、ご利用ください。’

○住まいのカビ対策　6日～13日。

○消費生活相談事例　13日～20日。

○初夏の青果物価格見通し　20日～27日。

○気になる食中毒　27日～7月4日。

▼ダイヤルしましょう

025－285－7000

　
ボ
イ
ラ
i
整
備
士
及
び
一
・
二

級
ボ
イ
ラ
ー
技
師
免
許
を
取
得
し

よ
う
と
い
う
方
た
ち
の
た
め
に
、

試
験
準
備
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
日
程
及
び
会
場
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▽
一
・
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
師

○
上
越
会
場
　
上
越
市
社
会
教
育

　
会
館
、
八
月
三
日
～
五
日
ま
で

の
三
日
間

○
定
員
六
十
名
。

○
試
験
は
八
月
二
十
五
日
（
木
）

　
新
潟
市
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
受
験
願
書
は
七
月
十
日
ま
で
受

付
け
ま
す
。

※
こ
の
講
習
・
試
験
に
関
し
て
詳

　
し
い
内
容
が
知
り
た
い
方
は
、

　
役
場
総
務
課
庶
務
係
ま
で
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許

　
試
験
準
備
講
習
会
開
催

ー
P
濡
ー
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現況届は誕生月に！
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　老齢年金の現況届は誕生月に

　国民年金の老齢年金・通算老齢年金・老齢基礎年金を引き

続き1年以上受けている方には、毎年1回誕生月の始め頃に、

社会保険庁から現況届のハガキが送られます。

　この現況届用紙くハガキ）に住所と氏名を記入し、印鑑を
押したうえで、住所地の町長の証明を受け、助手をはって、

誕生月の末日までに社会保険庁に届くように出してください。

　現況届は、引き続いて年金を受ける権利があるかどうか確

認するために、毎年1回誕生月に届け出していただくもので

す。届け出期限までに提出しなかった場合は、年金の支払い

が停止されたり、遅れたりしますので、十分ご注意ください。

　なお、現況届け用紙が送付されてなかったり、用紙をなく

したときは、役場の国民年金係で用紙をもらって、必ず提出
してください。

困
　
　
　
　
出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
正
樹

　
　
　
白
先
黒
死
・
3
手
ま
で

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
．
．
チ
に
し
て
…
…

　
　
　
2
分
で
3
級
、
ノ
唇
タ
イ
ム
で
1

　
　
　
級
。

戸籍の窓
　　おめでた（雌）
蟹特ちゃん　高橋　勇さんの長男（湯　本）
かずふみ

和史ちゃん　滝沢正昭さんの長男（松之山）
麻美ちゃん　佐藤太一さんの長女（天水島）

　　　；お《鞄み（死亡）

保坂ムラさん　　72歳（北浦田）新　宅

相田直樹さん　　2歳（松之山〉

福原美知男さん　21歳（坪　野）中屋敷

高橋ユワさん　　79歳（天水島）惣　七

本山政吉さん　　87歳（北浦田）庄　善

鈴木シゲさん　　84歳（小　谷）大　下

久保田サダさん　87歳（松之山）新発田

佐藤音五郎さん　59歳（曽　根）日　影

※4月26日から5月31日までの届出分です。

学校卒業者に対する

　　　求人申込みはお早めに’

　
本
年
度
か
ら
中
学
・
高
校
の
求

人
申
込
み
開
始
期
日
が
早
く
な
り

ま
し
た
。

　
地
元
へ
の
若
い
労
働
力
の
確
保

の
た
め
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
求
人
票
の
受
付
け
開
始

▽
中
学
・
高
等
学
校

　
六
月
二
十
日
か
ら
受
付
け

▽
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修

．
職
業
訓
練
校

　
七
月
十
日
か
ら
受
付
け

　
こ
れ
は
、
昭
和
六
十
四
年
三
月

新
規
学
校
卒
業
者
に
対
す
る
求
人

で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
次
の
職
安
の

学
卒
係
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

　
上
越
公
共
職
業
安
定
所
安
塚
分

室
、
電
話
〇
二
五
五
九
ー
二
ー
二

〇
三
九
。
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受
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昭
和
四
十
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年
四
月
二
日
か
ら

　
四
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
者
。

○
学
力
　
高
校
卒
業
程
度

○
受
験
願
書
受
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け

　
七
月
六
日
（
水
）
～
七
月
十
三

　
日
（
水
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で
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務
署
に

　
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
日
　
十
月
二
日
（
日
）

　
上
越
な
ど
十
三
会
場
で
。

○
第
二
次
試
験
　
十
｝
月
七
日
か

ら
＋
八
日
の
間

○
採
用
予
定
　
約
三
七
〇
人

※
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税

　
務
署
（
総
務
課
）
へ
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

「ハイ、県くらしの

　　　　　　　　ダィヤルです。」

　　消費者テレホンサービス

　県消費生活センターでは、くらしに関するテレ

　ホン（電話情報）サービスを毎月内容を変えて

　行っています。

　六月は次のような内容について情報提供してい

　ますので、ご利用ください。’

○住まいのカビ対策　6日～13日。

○消費生活相談事例　13日～20日。

○初夏の青果物価格見通し　20日～27日。

○気になる食中毒　27日～7月4日。

▼ダイヤルしましょう
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と
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た
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め
に
、
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講
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会
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行
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次
の
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す
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～
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間
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六
十
名
。

○
試
験
は
八
月
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（
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市
に
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行
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れ
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す
。

　
受
験
願
書
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七
月
十
日
ま
で
受
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し
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内
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キャンディーをなめている
ところ

◎
たかはしさとみさん

陀

1

3

〈詰碁正解〉

1「11と　．1［にして捨て黒2（ノ）鴎、IFl3

レ）ホウリコミで死、、

詰碁コーナーでは来月号よ

り解答を皆さんから募集し

ます。正解者には粗品を差

し上げます。

▼
六
月
の
予
定

1
日

20138　6　3
日日日日日

28
日

さとうかずひこくん

　轡鋤
　ゆ

ド㌧携
消防車と救急車

もとやましょうこさん

O
川

　
　
　
9

　
　
　
『囎

濁
”

　
　
　
、
曇
ξ
－
ー
、

　
　
　
慧
熟
ー
，

おてだまして遊んでいるところ

∩
　”・蹄　　妊P

轟
噺構議

」鑑…糠』釜

たかさわまさみくん

消防車

こ
よ
み

▼
五
月
の
で
き
ご
と

1
口
　
一
．
．
省
地
区
観
桜
芸
能
祭

3
口
　
松
之
山
町
成
人
式
・
名
老

　
　
　
百
選
認
証
式

　
　
　
浦
田
残
雪
塾
（
5
日
ま
で
）

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

議
会
総
務
民
生
委
員
会

町
老
連
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

早
朝
野
球
リ
ー
グ
開
幕

森
林
組
合
総
代
会

第
．
回
リ
ハ
ビ
リ
・
す
こ

や
か
教
室

松
之
山
温
泉
ま
つ
り
（
22

口
ま
で
）

野
鳥
集
会

探
鳥
会
（
松
口
美
人
林
）

農
業
委
員
会
総
会

議
会
建
設
委
員
会
（
2
日

ま
で
）

議
会
総
務
民
生
委
員
会

観
光
協
会
総
会

出
稼
ぎ
者
共
助
会

議
会
産
業
経
済
委
員
会

松
之
山
町
総
合
検
診
（
2
4

日
ま
で
）

町
消
防
半
日
訓
練

町
議
会
定
例
会
（
2
9
日
ま

で
）

171610　8
日　L1　口　 し

21
口

302928
日　日日

　
今
年
は
少
雪
だ
っ
た
わ
り
に
は

寒
い
日
が
多
く
、
田
植
え
作
業
も

遅
れ
が
ち
な
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん

の
所
は
、
す
っ
か
り
終
わ
り
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　
五
月
は
何
か
と
行
事
も
多
く
、

ま
た
、
農
繁
期
と
も
重
な
っ
て
大

変
忙
し
い
一
カ
月
で
し
た
。
連
休

を
利
用
し
て
開
か
れ
た
“
浦
田
残

雪
塾
”
に
は
、
都
会
か
ら
二
二
〇

名
も
の
方
が
訪
れ
、
松
之
山
の
春

を
充
分
楽
し
ん
で
行
っ
た
よ
う
で

す
。
塾
シ
リ
ー
ズ
も
す
っ
か
り
軌

道
に
乗
っ
て
き
た
よ
う
で
す
ね
。

　
六
月
は
身
体
を
動
か
す
行
事
が

い
っ
ぱ
い
。
ガ
ン
バ
ル
ぞ
～
。
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ゴノ

　　　　・6月19日松之山小学校運動会から　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19887月号（N、149）

7月1日現在　□総人口4，059人（±0）　□男1，988人（一1）　□女2，071人（＋1）　□世帯数1，208戸（±0）

（　）内は6月1日との比較


